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　37年前になります。息子の出産時にトラブルがあり、
生育状況をチェックするため東京都の国立小児病院に通
院していました。その時出会った絵本のよみきかせに心
動かされ、私も息子に読んでやりたいと思いました。
　幼児絵本から始まり、むかしばなし・詩・童話・文学
作品等々と、子どもの成長とともに色々なジャンルの作
品を声に出しました。そして、日本語の響きの美しさや
リズムの心地よさに気づかされ、音読表現の楽しい魅力
を見つけました。
　

　朗読には、作品のすばらしさをそのまま伝えること、
自分が読んだ作品の感動を自分の声で聞き手に伝えるこ
と、という目的があります。生の声で読むことが大切で、
読み間違い・発音・呼吸等に注意しながら作品の理解を
深めるために繰り返し、繰り返し読みます。この過程で
試みる表現の工夫は、一種の心の遊びといえるほど楽し
いものです。様々な作品の中に飛び込み、いろいろな人
物に変身して、多くの体験や冒険をしているうちに、自
然と作品にふさわしい声が出るのです。
　文章を声に乗せる朗読の作業は脳の活性化に効果があ
り（活字を目で見て→脳に認識→声に出す）、老化防止に
もなるのです。また、肉声で語られる言葉や物語は子ど
も達に日本語の美しい響きやリズムを伝え、言葉のコ
ミュニケーション力を育てます。

　図書館・保育園・幼稚園・小学校でおはなし会をし、
中学生・高校生に朗読をし、石正美術館・その他で朗読
会を開いてきました。満開のしだれ桜の下で、真っ暗闇
の夜に「怪談」を、箏や尺八奏者の方々と「源氏物語」を、
さらにバイオリンやフルートと一緒にコンサート形式で
朗読するなどいろいろと工夫をして表現する喜びを味
わっています。

　浜田や邑南町、益田での同好の仲間と続けている朗読
の学習は楽しく、良い刺激となっています。発声・呼吸
法・滑舌・文章読解等々、学ぶことは沢山ですが、奥が
深くますます朗読の魅力にとりつかれています。どんな
に学んでも終わりはなく、新たな目標が見えてきます。
　近年、子どもへの読み聞かせが定着してきました。同
じように、朗読会を生活の中に根付かせたいと思ってい
ます。大人同士、子ども同士、親子で、あるいはおじい
ちゃんおばあちゃんと孫で朗読を聞き合う姿があちこち
で見られるようになったらいいなと思っています。

12月18日（金）午後、医療センター 2Fラウンジを会
場に、毎年恒例のクリスマス会を開催しました。このク
リスマス会は入院している患者さんにもクリスマスの雰
囲気を感じてもらおうと開催しています。
会場の様子は病室内のテレビでも放送され、病棟では
看護学生から入院患者さん1人1人にクリスマスカード
が手渡されました。

ラウンジには各階から多くの入院患者さんや外来患者
さんに集まって頂きました。会の中では看護学生による
歌、手話、ハンドベル、おおぞら保育園の園児による歌、
ダンスが出し物として披露され、披露後は会場から盛大
な拍手が送られました。
看護学生や園児の元気あふれる出し物やクリスマス
カードは、患者さんにとって一足早いクリスマスプレゼ
ントになったことと思います。

12月9日（水）に病院玄関で恒例のイルミネーショ
ン点灯式を開催しました。このイルミネーションは、病
院は入院患者さんにとって療養するための場だけでなく
生活の場でもあり、気持ちよく過ごしてもらいたいとい
う思いから始まりました。平成20年から始まり今年で
8回目となります。

点灯式では主催者の石黒院長の挨拶に続き、来賓の近
重浜田副市長よりお言葉を頂きました。司会者のカウン
トダウンに合わせて、石黒院長と近重副市長が点灯ス
イッチを押され、ケヤキの木に飾られたLEDライトや
その周りの電飾が一斉に輝き、大きな歓声があがりまし
た。イルミネーション点灯後は、看護学生によるハンド
ベルや手話を使った出し物が行われました。
来院された皆さんや職員が記念撮影をしたり、病棟か
らも多くの方が眺めたりするなど、クリスマスに向けて
気持ちがわくわくと高まったことと思います。
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